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本 会 議

の

質問から

広
域
的
な
初
期
救
急
医
療
で
小
児
科
医
療
の
体
制
整
備
を

広
域
的
な
初
期
救
急
医
療
で
小
児
科
医
療
の
体
制
整
備
を

代
表
質
問

菱
田

英
継

個
人
質
問

江
越

正
一

個
人
質
問

東
口
ま
ち
子

個
人
質
問

平
田

正
造

公

明

党

公

明

党

未来を担う乳幼児の健全育成を図る
ためにも、医療費助成制度の拡充が
望まれます。（医療助成課窓口）

乳
幼
児
医
療
費
助
成
制
度

問

市
長
は
本
制
度
を
入
院
、

通
院
と
も
就
学
前
ま
で
無
料
に

す
る
こ
と
を
公
約
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
行
財
政
改
革
を
着
実

に
実
行
し
二
十
年
度
か
ら
実
施

す
べ
き
だ
が
ど
う
考
え
る
か
。

市
長

二
十
年
度
の
早
い
時
期

に
負
担
軽
減
が
図
れ
る
よ
う
努

め
て
い
く
。

妊
産
婦
健
診
の
無
料
化

問

全
国
の
市
区
町
村
が
健
診

の
費
用
負
担
を
し
て
い
る
回
数

は
平
均
二
・
八
回
だ
が
本
市
は

わ
ず
か
一
回
で
あ
る
。
市
長
は

公
約
で
妊
産
婦
健
診
無
料
化
の

拡
充
を
掲
げ
て
い
る
が
、
い
つ

か
ら
何
回
の
補
助
回
数
に
す
る

の
か
。

市
長

二
十
年
度
よ
り
公
費
負

担
に
よ
る
健
診
を
五
回
で
き
る

よ
う
財
源
確
保
に
努
め
る
。

問

妊
産
婦
へ
の
き
め
細
か
な

対
応
を
図
る
上
で
も
、
受
診
内

容
に
つ
い
て
妊
産
婦
か
ら
の
多

様
な
要
望
に
柔
軟
に
対
応
す
べ

き
だ
が
ど
う
か
。

市
長

今
日
的
な
市
民
ニ
ー
ズ

に
沿
っ
た
健
診
時
期
や
健
診
内

容
と
し
て
充
実
さ
せ
る
と
と
も

に
、
実
施
す
る
関
係
機
関
に
働

き
か
け
て
い
く
。

市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

問

選
挙
中
に
言
及
さ
れ
た
昼

休
み
中
の
届
け
出
業
務
の
受
け

付
け
や
図
書
館
の
夜
間
開
館
な

ど
市
長
は
ど
う
取
り
組
む
か
。

市
長

戸
籍
や
住
民
異
動
な
ど

の
届
け
出
業
務
は
二
十
年
四
月

中
に
実
施
し
た
い
。
図
書
館
の

開
館
時
間
延
長
に
つ
い
て
も
早

期
に
考
え
方
を
提
示
し
た
い
。

介
護
保
険
料
の
負
担
軽
減

問

十
八
年
度
か
ら
の
税
制
改

正
に
よ
り
介
護
保
険
料
が
高
齢

者
へ
の
負
担
に
大
き
な
影
響
を

与
え
て
い
る
。
国
は
そ
の
軽
減

策
と
し
て
介
護
保
険
料
の
激
変

緩
和
措
置
を
十
八
、
十
九
年
度

で
実
施
し
て
き
た
が
二
十
年
度

か
ら
は
終
了
す
る
。
我
が
党
は

介
護
保
険
料
を
上
げ
る
べ
き
で

は
な
い
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

ま
た
税
制
改
正
の
影
響
を
受
け

る
対
象
者
は
ど
れ
ぐ
ら
い
か
。

市
長

介
護
保
険
料
の
激
変
緩

和
措
置
は
実
施
の
方
向
で
進
め

て
い
く
。
ま
た
対
象
者
は
約
九

千
四
百
人
を
見
込
ん
で
い
る
。

消
防
体
制
の
強
化

問

救
急
隊
の
日
下
地
域
へ
の

配
備
は
ど
う
考
え
る
か
。

市
長

石
切
出
張
所
を
日
下
方

面
に
移
転
し
救
急
隊
を
一
隊
増

隊
す
る
こ
と
は
消
防
体
制
の
強

化
で
あ
り
、
第
三
次
実
施
計
画

で
事
業
の
前
倒
し
を
す
る
。

市
民
共
済
制
度
の
拡
充

問

交
通
災
害
共
済
事
業
で
は

見
舞
金
の
請
求
に
お
い
て
交
通

事
故
証
明
書
の
発
行
な
ど
に
伴

う
経
費
が
必
要
と
な
る
。
ま
た

火
災
共
済
事
業
で
は
不
測
の
災

害
時
に
応
急
資
金
と
し
て
給
付

さ
れ
る
会
員
相
互
扶
助
制
度
の

趣
旨
か
ら
し
て
も
見
舞
金
を
見

直
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

市
民
生
活
部
長

低
い
等
級
認

定
に
お
け
る
見
舞
金
の
見
直
し

に
つ
い
て
は
、
拡
充
に
向
け
取

り
組
み
た
い
。

多
重
債
務
者
の
救
済

問

国
に
お
い
て
は
、
多
重
債

務
者
が
消
費
者
金
融
に
払
っ
た

過
払
い
金
を
回
収
し
、
滞
納
し

て
い
る
国
保
料
や
税
に
充
て
る

モ
デ
ル
事
業
に
乗
り
出
し
た
。

本
市
で
も
滞
納
者
が
多
重
債
務

者
と
わ
か
れ
ば
、
過
払
い
金
を

回
収
す
る
情
報
を
提
供
し
、
弁

護
士
と
専
門
相
談
窓
口
へ
直
接

つ
な
ぐ
こ
と
が
で
き
る
シ
ス
テ

ム
を
考
え
て
は
ど
う
か
。

市
長

住
民
と
接
す
る
機
会
の

多
い
市
町
村
の
役
割
は
、
多
重

債
務
者
へ
の
相
談
窓
口
業
務
や

早
期
発
見
な
ど
救
済
に
努
め
る

こ
と
と
考
え
て
お
り
、
対
応
は

担
当
職
員
に
指
示
し
て
い
る
。

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド

ロ
ー
ム
へ
の
対
応

問

国
は
二
十
年
四
月
か
ら
生

活
習
慣
病
の
予
防
を
国
民
に
徹

底
す
る
た
め
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク

シ
ン
ド
ロ
ー
ム
に
着
目
し
た
特

定
健
診
、
特
定
保
健
指
導
を
医

療
保
険
者
に
義
務
化
し
実
施
す

る
こ
と
に
な
っ
た
。
特
定
健
診

の
対
象
者
数
と
健
診
内
容
、
ま

た
市
民
へ
の
周
知
に
つ
い
て
は

ど
う
考
え
て
い
る
か
。

市
民
生
活
部
長

特
定
健
診
は

各
医
療
保
険
者
が
実
施
し
、
対

象
者
は
四
十
歳
か
ら
七
十
四
歳

ま
で
の
被
保
険
者
で
、
本
市
国

保
で
は
約
十
万
六
千
人
が
対
象

で
あ
る
。
健
診
内
容
は
肝
機
能

検
査
な
ど
で
あ
り
、
市
民
へ
の

周
知
は
市
政
だ
よ
り
、
各
施
設

窓
口
を
活
用
し
、
自
治
会
な
ど

に
協
力
を
お
願
い
し
た
い
。

初
期
救
急
医
療
施
設

問

市
長
は
初
期
救
急
医
療
施

設
の
設
置
を
考
え
て
い
る
と
の

こ
と
だ
が
、
少
子
高
齢
化
社
会

に
あ
っ
て
小
児
科
な
ど
の
救
急

医
療
を
充
実
す
る
上
で
重
要
で

あ
り
、
我
々
も
必
要
性
を
感
じ

て
い
る
。
市
長
の
考
え
を
明
ら

か
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

市
長

小
児
科
の
二
次
救
急
を

確
保
す
る
に
は
平
日
も
含
め
二

十
四
時
間
対
応
で
き
る
初
期
救

急
が
望
ま
し
く
、
少
な
い
小
児

科
医
で
も
効
率
よ
く
対
応
で
き

る
広
域
化
の
検
討
が
必
要
で
あ

る
。
現
在
本
市
、
八
尾
市
、
柏

原
市
で
検
討
し
て
い
る
が
、
さ

ら
に
精
力
的
に
検
討
す
る
よ
う

指
示
し
て
い
る
。

徳
庵
駅
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

設
置

問

徳
庵
駅
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

設
置
が
市
内
の
駅
舎
で
は
最
後

で
あ
り
、
交
通
バ
リ
ア
フ
リ
ー

法
の
目
標
年
次
か
ら
し
て
も
対

応
が
急
が
れ
る
。
東
口
、
西
口

と
も
設
置
で
き
る
よ
う

と

交
渉
す
べ
き
だ
が
ど
う
か
。

市
長

と
の
調
整
を
し
て

い
く
。
財
源
の
問
題
な
ど
も
あ

る
が
、
交
通
バ
リ
ア
フ
リ
ー
法

の
目
標
年
次
で
あ
る
二
十
二
年

度
ま
で
に
整
備
し
た
い
。

東 大 阪 市 議 会 だ よ り（ ） 第 号 平成 年 月 日


